
ー
℃
、
O
、

昭和53年6月25日1”””Ill”Ill”lllll”1”o。81”llllllIllII”””1”1”1””1”1””IIIll””1”1”1””とおガρ36勉5柵rl”””1””Illl”II”1”⑤

建築確認申請

手数料が変わります痂

★7月1日から★

　建築基準法施行令の一部改正

によって・建築確認申請手数料

が7月1日から下表のように変

わります。ご協力お願いします。

建築確認申請手数料

　　　　　（　）内は改定前

基準床面積 手数料（円）

30㎡未満 1，500
（500）

30㎡以上100㎡未満 3，000
（1，000）

100㎡以上200㎡未満 6，000
（3，000）

200㎡以上500㎡未満 9，000
（3，000）

500㎡以上210007秣満 21，000
（7，000）

2，㎝㎡以上10，㎜㎡繍 90，000
（30，000）

10，00曜肚50，㎜㎡未満 150，000
（50，000）

50，000η似上 300，000
（100，000）

建築設備・工作物 5，000
（1，000）

電動ダムウェーター 2，500
（500）

集中豪雨の季節です
◎今年の梅雨明けは遅くなりそう

です。後半に大雨の降るおそれが

あります。

◎異常現象を発見した時は、市役

所、市政事務嘱託員、消防署、消

防団員などにお知らせください。

◎集中豪雨に備えて、近くの川や

側溝などの清掃を心がけましょう。

市
民
つ
り
大
会
に

　
　
　
　
　
　
　
百
三
十
人

　
恒
例
の
市
民
釣
大
会
が
六
月
四
日

大
池
で
行
わ
れ
、
少
年
、
一
般
、
ヘ

ラ
鮒
、
蓮
魚
の
各
部
に
わ
か
れ
て
、

約
百
三
十
人
が
腕
を
き
そ
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
西
野
繁
、
満
さ
ん
親

子
が
、
少
年
の
部
、
蓮
魚
の
部
で
優

勝
し
ま
し
た
。
各
部
の
三
位
ま
で
の

成
績
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

少
年
の
部
　
優
勝
・
西
野
満
（
千
歳

町
）
二
位
・
渡
辺
正
之
（
田
中
町
本

通
り
）
三
位
・
山
田
幸
一
（
栄
町
）

　
多
～

鱒
般
の
部
　
優
勝
・
樋
態
哲
也
（
新

座
）
二
位
・
山
口
信
幸
（
大
黒
沢
）

三
位
・
岩
田
浩
平
（
峠
）

蓮
魚
の
部
　
優
勝
・
西
野
繁
（
千
歳

町
）ヘ
ラ
鮒
の
部
　
優
勝
・
生
越
忠
（
泉

町
）
二
位
・
樋
口
善
治
（
丸
山
町
）

三
位
・
内
藤
誠
之
輔
（
四
日
町
）

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者
参
集
区
域

備
　
　
考

育
児
学
級
並

ぴ
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
5
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
3
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
学
級

身
体
測
定

内
科
検
診

育
児
相
談

7
月
6
日

　
（
木
）

午
前
9
時
半

～
n
時

水
沢
出
張
所
生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

水
沢
地
区

身
体
測
定

並
び
に

保
育
に
つ
い

て
の
相
談

7
月
1
1
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

～
4
時

十
日
町
公
民
館
52

年
n
月

～
5
3
年
1

月
生
れ
の

者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

　
区

7
月
4
日

　
（
火
）

吉
田
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

吉
田
地
区

7
月
1
3
日

　
（
木
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

7
月
1
9
日

　
（
水
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

7
月
1
8
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
2
時

十
日
町
公
民
館

52

年
1
月

生
れ
の
者

全
　
城

身
体
測
定

歯
科
検
診

内
科
検
診

個
人
通
知
が

な
く
て
も
該

当
月
の
方
は

お
い
で
く
だ

さ
い
。

三
歳
児
検
診

7
月
2
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

50

年
1
月

生
れ
の
者

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
七
月
四
日
（
火
）
　
午
前
九
時
～

正
午
ま
で
　
谷
内
丑
　
▼
七
月
十
三

日
（
木
）
　
午
前
八
時
～
正
午
ま
で

吉
田
山
谷
、
稲
葉
　
▼
七
月
十
三
日

（
木
）
　
午
後
一
時
～
午
後
四
時
半
ま

で
　
高
島
の
一
部
　
▼
七
月
十
四
日

（
金
）
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
ま
で

　
学
校
町
一
丁
目
の
一
部
、
学
校
町

二
丁
目
、
川
原
町
の
一
部
、
水
野
町

の
一
部
、
若
宮
町
の
一
部
。

、
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
6
月
1
0
8
蜜
で
の
受
付
分
霧
望
考
纏
群
役
斎
薦
工
隷
内
溝
繋
響
鶴
会
へ
）

蓮魚の部優勝の西野繁さん

撚辮糀ll品ゆ
ゴ車llll叢雛灘1嶺ず

中黄．’㍗」舗．鷺規り
吉用　古付対第　欝議約ま

す
・

義
薙
繕
絡

｝
秀
簸
舶
趨

麟
し
愈
い
で

　
三
万
鶏

穣
談
で

薫
～
＋
万
円

　
一
万
跨

　
一
万
鷺

　
7
万
田

ヲ
流
子
円

　
一
万
円

三
千
円

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　
　
融醐

　
　
赫
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農
業
委
－
貝
A
蟹
委
一
貝
決
ま
る

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
、
十
目
町

市
農
業
委
員
会
委
員
の
立
候
補
届
出

が
、
七
月
四
日
・
五
目
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
委
員
の
定
数
と
同

数
だ
っ
た
の
で
無
投
票
と
な
り
、
市

選
管
で
は
十
四
日
選
挙
会
を
開
き
、

二
十
六
名
の
当
選
を
確
定
し
ま
し
た
。

十
日
町
市
農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に

よ
る
委
員
二
十
六
名
、
市
長
が
選
任

す
る
委
員
五
名
の
計
三
十
一
名
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
印

　
　
1
9

　
　
月

　
　
7

　
　
“
員
菊

　
　
ビ
委
肋
会
噺
員
脇

　
　
任
委
ー

業農新

　
改
選
後
第
一
回
総
会
を
、
今
日
（
二

十
五
目
）
開
き
、
会
長
、
農
地
・
農

政
の
各
部
会
長
、
部
会
の
構
成
な
ど

を
決
め
ま
す
．
委
員
の
皆
さ
ん
に
は

任
期
中
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
仕
事

農
地
法
に
決
め
ら
れ
て
い
る
仕
事
は

一
、
優
良
農
地
の
保
全
や
確
保
と
有

効
利
用
。
他
の
用
途
へ
の
転
用
の
適

正
化
を
は
か
る
仕
事
。

二
、
農
地
の
集
団
化
と
経
営
規
模
拡

大
を
す
る
た
め
の
農
地
保
有
合
理
化

事
業
を
進
め
る
仕
事
。

三
、
農
地
紛
争
に
対
し
て
和
解
、
仲

介
を
早
く
公
正
に
処
理
す
る
仕
事

　
特
に
法
令
に
定
め
ら
れ
て
い
な

　
い
が
重
要
な
仕
事
は

一
、
農
業
者
年
金

二
、
農
業
所
得
課
税
標
準
の
適
正
化

三
、
農
業
後
継
者
対
策

四
、
農
業
生
産
基
盤
整
備
対
策

五
、
豪
雪
過
疎
対
策

六
、
米
生
産
調
整
対
策

七
、
出
稼
対
策

第一選挙区
（定員6名）

村　山　隆太郎（48）無・新　西浦東

小　林　賢　祐（49）無・新　津池

服　部　正　義（56）無・前笹之沢

旧十日町・旧川 南　雲　龍　治（61）無・前　中村
治村・旧六箇村 岡　村　建　治（53）無・新　北新田
の区域 遠　田　金　市（54）無・前　川治ド町

小　泉　富治郎（57）無・新　市之沢

第二選挙区 藤　木　元　一（50）共・前轟木
（定員6名） 庭　野　儀市郎（62）無・前　小貫

山　田　正　吉（55）無・前四日町第3

旧中条村の区域 小　林　龍　松（60）無・前　中条島

大　熊　徳太郎（53）無・前　尾崎

第三選挙区
（定員4名）

尾　身　正　徳（56）共・前　中平

丸　山　　　滋（56）無・前　南鐙坂

柳　　　重太郎（52）無・新　高島
旧吉田村の区域

入　田　富　治（56）無・新稲葉

第四選挙区
（定員4名）

小　林　良　章（46）無・前　原

井　川　　　勇（52）無・前　貝ノ川

樋　口　策　衛（51）無・前塩野
旧下条村の区城

上　村　完　治（56）無・前　岩野

岩　田　長　蔵（39）無・新　天池

第五選挙区 保　坂　兼　弘（49）無・新姿
（定員6名） 太　田　久　男（52）無・新珠川

鈴　木　　　武（48）無・新　大石
旧水沢村の区域 宮　沢　　　孝（60り無・新　小黒沢

上　村　国　平（63）無・元土市

庭　野　耕　策（55）市農協

市長が選任 庭　野　重　信（47）市農業共済組合
根　津　新　作（67）市議会

する委員 池　田　金　策（56）市議会

佐　藤　誠　一（55）市議会

　
　
超
党
派
で
の
平
和
運
勤

　
⇔
世
界
平
和
を
築
く
た
め

　
　
　
　
み
ん
な
で
参
加
し
よ
う

　
と
き
8
月
6
日

　
　
　
　
　
午
前
八
時
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
八
時
三
十
分
ま
で

　
と
一
』
ろ
市
民
会
館
内

主
擁水

爆
鋸
墨

㎜原水
爆
禁
止
市
民
大
会

⇔
支
援
団
体
（
順
不
同
）

地ラ北・天キ仏金青商記織市市日自繊婦

　イロ1

オ妾楓年工者物本由
区ンリリ　　教融会会ク　農役社民　人

襲鋪議議ラ紐会主
　フフフ
評ブブブ会会会団所所ブ合協所党党労会

D’を〆

や’覆

醗駕1／

》
　

易
．
〃

　
　
瀞

　
　
血
　
　
／

　
　
　
満研
鮮



ー
ミ
ミ

昭和53年7月25日”1“”ll”””II”II””II”lll”1””IIllIII”lll”書““ll“llll”””1“1”1””9m”とお・ガ336」田』5だ’盈『lll””II””””llII””2

嗣
ー
一
一
　
　
一
一
一
’
ー
　
　
　
9
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‘
、
τ
ヒ
■
髪
臼
、

　
今
年
は
、
早
々
に
梅
雨
も
あ
け
て

暑
い
目
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
と
十
日
町
市
体
育

指
導
委
員
会
で
は
、
家
庭
に
と
じ
こ

も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
を
対
象
に
婦

人
水
泳
教
室
を
計
画
し
ま
し
た
。
水

泳
の
楽
し
み
は
若
者
の
特
権
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　日
　　　　　　　　　　　　　が始まっています間時

　r若者として戦争を考える」をテーマとした青年大学講座が　午　八

始ま1）ました．　　　　　　　　　　　　前月
戦争を知らない子供たち（青年たち）にも8月・5日（終戦の壽百

日）はやってきます・現在の平和と繁栄がどこからもたらされ　～　図

たのか考えてみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　十　’

八
月
一
日
㈹
、
二
日
困
の
二

午
前
十
時
～
十
二
時
ま
で

峯
餐
．
＝
嘉
”
　
　
　
　
　
黛
帖
！
」
ン
日
桑
子
一
？
寡
・
窪
ル

会
場
　
十
日
町
市
民
プ
ー
ル

対
象
　
初
心
者
の
婦
人

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

参
加
料
　
二
百
円
（
プ
；
ル
使
用
料
）

当
目
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み
　
十
日
町
市
民
体
育
館
（
8

七
！
五
二
〇
八
）
か
、
市
民
プ
ー
ル

（
8
七
－
三
七
三
六
）
へ
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
市
民
体
育
館
と
プ
ー

ル
に
あ
り
ま
す
。

第3回
8月2日

　㈱

パネルディスカッション『載争の中の青春』

※軍隊・勉学・親子・恋愛……
米敗戦σ）とき、私は何処にいたか

※今、思い出すこと

パネルマン

竹内道雄
渡辺賢一
佐野良吉

第4回
8月3日

　困

戦後は果たして終ったか
　　一ある作家の体験から一

来戦争が残していった4、の
来我々が受け継いでいかねばならないこと

講　師

早乙女勝元

田夜7時～9時　幽ところ／十日町市公民館ホール
囹受講料500円　幽申込み、問い合せは、公民館（唇7－5011）へ

　
翻
繍
蟻

巡回スポーツ教室も実施します

　日頃、体育施設と機会に恵まれない地域び）家庭

婦人を対象に巡回スポーツ教室（第2回目）を開
き裏す。スポーツを通して明るい仲間づくりと健

康な身体づくりに’）とめましょう．

■期日及び会場

日 会　　　場 対象地区

8月1目㈹ 飛渡第二小学校 飛二小学校区

8月2日体） 東下組小学校 東下組小学校区

8月8日㈹ 名ヶ山小学校 名ヶ山小学校区

8月9日困 八箇小学校 八箇小学校区
　　　　　　各会場とも午後ア時30分～9時30分まで

■対象　家庭婦人

■実施内容　体力診断・民踊

■講師　十目町市体育指導委員

■その他　運動できる服装（ズックにズボン着用

第3回目び）巡回スポーツ教室は十月に予定してい

ます。お問い合せは、市教育委員会社会教育課

◎
早
乙
女
勝
元
　
　
（
作
家
・
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
編
集

委
員
）

　
一
九
三
二
年
東
京
に
生
ま
れ
る
．
十
八
歳
の
と
き
発
表
し

た
「
下
町
の
故
郷
」
が
直
木
賞
候
補
に
な
り
作
家
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。
著
書
に
「
東
京
大
空
襲
」
「
お
ば
け
煙
突
の
歌
」

「
猫
は
生
き
て
い
る
」
な
ど
多
数
。

◎
竹
内
道
雄
　
　
（
長
岡
高
専
教
授
）

　
昭
和
十
八
年
学
徒
出
陣
に
よ
り
東
部
第
二
十
三
部
隊
に
入

隊
。
東
部
軍
教
育
隊
、
陸
軍
航
空
通
信
学
校
を
経
て
二
十
年

台
湾
第
四
五
七
〇
部
隊
に
着
任
．
区
隊
長
と
し
て
幹
部
候
補

生
の
教
育
中
、
終
戦
を
む
か
え
る
。

◎
渡
辺
賢
一
　
（
円
通
寺
住
職
）

　
海
軍
予
備
学
生
第
十
四
期
生
。
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
ゼ

・
戦
に
塔
乗
。
神
風
昭
和
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
沖
縄
作
戦
に

参
加
中
、
鹿
野
基
地
に
て
終
戦
を
む
か
え
る
。

◎
佐
野
良
吉
　
　
（
織
物
組
合
常
務
）

　
昭
和
二
十
年
学
徒
動
員
に
よ
り
東
部
第
八
十
五
部
隊
に
入

隊
．
支
那
派
遣
軍
、
沖
縄
戦
内
地
防
衛
軍
、
本
部
防
衛
軍
の

任
務
を
経
て
神
奈
川
県
大
磯
に
て
終
戦
を
む
か
え
る
。

防
火
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
募
集

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
協
力
し
て
、

広
く
一
般
の
防
火
思
想
高
揚
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

作
品
規
格
　
①
大
き
さ
…
B
2
判

（
ダ
テ
約
7
3
仕
．
、
ヨ
コ
約
52
穂
．
）
タ
テ

使
用
の
パ
ネ
ル
張
り
②
色
数
．
－
紙
の

白
地
を
除
い
た
四
色
で
、
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
仕
上
げ
と
し
、
四
色
で
合
成

さ
れ
た
色
は
何
色
で
も
可
。
た
だ
し

色
用
紙
を
使
用
し
た
場
合
は
一
色
と

し
て
取
り
扱
う
③
記
人
文
字
－
・
仔

（
標
語
）
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ

火
の
用
心
回
自
治
省
消
防
庁
、
目
本

損
害
保
険
協
会
④
写
真
利
用
の
作
品

も
可
記
載
事
項
　
応
募
作
品
の
パ
ネ
ル
裏

面
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
性
別
．

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
品
の
簡

単
な
説
明

締
切
　
五
十
三
年
ぺ
月
十
一
日

審
査
委
員
　
亀
倉
雄
策
　
他

送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦

町
一
ノ
九
ノ
一
（
〒
皿
）
東
京
天
理

教
館
内
、
日
本
損
害
保
険
協
会
．
防

火
ポ
ス
タ
ー
係
（
溶
〇
三
ー
二
九
四

ー
四
九
一
一
）

）（87－3111内線275）へ。
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新
潟
県
芸
術
祭
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
芸
術
祭

の
演
劇
、
合
唱
、
文
芸
の
各
部
門
の

参
加
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
演
　
劇
　
部
　
門

地
区
発
表
会
　
九
月
二
十
三
・
二
十

　
四
日
　
長
岡
市
厚
生
会
館

参
加
対
象
　
高
校
・
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体

上
演
時
間
　
六
十
分
以
内

申
込
み
及
び
問
合
せ
先
　
中
越
教
育

事
務
所
社
会
教
育
課
（
8
0
二
五
八

－
三
四
－
三
一
一
一
）

■
合
　
唱
　
部
　
門

会
場
及
び
期
日
　
新
潟
市
公
会
堂

　
十
一
月
三
日

参
加
対
象
　
高
校
生
・
一
般
コ
ー
ラ

　
ス
グ
ル
ー
プ
　
　
（
一
団
体
自
由
曲

　
二
曲
以
内
、
十
分
以
内
）

申
込
み
及
び
問
合
せ
先
　
十
月
九
目

ろいろな土地の

＿＿■匿』薩ハ豊A“t】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
　
一
人
新
作
五
句
一
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
柳
　
一
人
新
作
五
句
一
編

　
ま
で
に
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
　
　
　
　
　
　
　
課
題
「
過
保
護
」

（
8
0
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
一
）
　
応
募
締
切
　
十
月
十
日
・
消
印
有
効

■
文
　
芸
　
部
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
先
　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

種
目
等
　
小
説
　
　
一
般
・
四
百
字
五
　
　
新
潟
市
一
番
堀
通
町
県
庁
第
二
分
館
内

　
十
枚
以
内
、
高
校
　
二
十
枚
以
内
　
　
　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

　
詩
　
四
百
字
四
枚
以
内
　
　
　
　
　
教
育
課
（
8
七
ー
三
一
二
内
線
二

　
短
歌
　
新
作
五
首
一
編
　
　
　
　
　
　
七
五
）
へ

　
～
S
S
～
S
S
S
～
S
～
S
n
b
ぐ
δ
S
o
b
S
S
S
S
S
S
S
S

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験
　
　
　
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
閥
受
験
案
内
ー
　
　
’
受
験
資
格

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
虚
弱
、
　
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
　
　
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
も
の
で

事
由
の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
　
　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就
学
　
　
■
現
在
、
義
務
教
育
の
猶
予
若
し
く

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
等
に
　
　
は
免
除
を
受
け
て
い
る
人
。
ま
た
は

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
　
　
以
前
に
受
け
た
人

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
　
　
■
旧
尋
常
小
学
校
、
旧
国
民
学
校
へ

国
が
行
う
試
験
（
＼
認
定
試
験
に
合
　
　
の
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免
除
を

格
し
た
人
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資
　
　
受
け
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

＿繭

舞侮漂

紬
7
藩
優
凶

紹介されています
　　　北九州市の小学校社会科に！

　福岡県北九州市の小学校4年生の

社会科副読本に、冬の十日町市の人

々のくらしが、写真や図、作文をた

くさん使って20ぺ一ジで紹介されて

います。

か
っ
た
人
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
つ

た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た
人

　
試
験
の
科
目
と
程
度

　
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
程

鬼
§
§
§
§
§
§
§
§
g
δ
§
§
§
§
§
§
§
£
δ
§
§
§
§
g
o
§
§
§
§
§

しやつゆつしやつしウつしウつしケつじウつしケつしウつし　つしウつぴつしレつしをつしゆつしかつしレつしウつしケつしレつしレつロ

日頃からきれいな選挙を

（（（（（（（（（（
レロロヤノロロレレレレ

懲魚談孟．（（事前運動禁止違反罪
レレロロロロロロロロロロロ

　選挙運動は、立候補の届出のあった日か
らでなければすることができません。　（公

選法129条）

　これに違反して事前に選挙運動を行うと

事前運動禁止違反罪として1年以下の禁銅

または10万円以下の罰金に処せr）れます。

（同法239条）

　この罪は、事前に選挙運動を行うことに

よって成立するもので、その後立候補した

かどうかには関係がありません。また、自

分で立候補の意志がある場合だけでなく、

立候補の意志のある人や、立候補が予定さ

れている人のために、事前に選挙運動をす

る場合も、事前運動禁止違反罪に該当しま§
§
§
語

ま
　
　
　
q

し
　
　
伽qり伽㊥粥㊥粥伽伽鵬鵬㈱㈱幽伽伽伽伽

事
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
臥

度
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
外
国
語
は

願
い
出
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
ま
た
は
フ

ラ
ン
ス
語
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
試
験
の
方
法

　
筆
記
（
盲
人
の
受
験
者
は
点
字
）

の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
試
験
の
期
日

　
五
十
三
年
十
一
月
十
日
（
金
）

　
願
書
受
付
期
間

　
ご
希
望
の
方
は
八
月
二
十
五
日
ま

で
に
市
教
委
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
及
び
運
動
員
用

「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
i
候
補

者
・
運
動
員
必
携
1
』
を
斡
施

し
ま
す
。

　
明
春
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
の

円
滑
な
執
行
を
は
か
る
た
め
、
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
伽

市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
か
ら

立
候
補
予
定
者
及
び
運
動
員
の
た
め

の
「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
1
候
補
者
．

運
動
員
必
携
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
ご
入
用
の
方
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
必
要
部
数
を
ご
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員

会
、
十
日
町
市
千
歳
町
三
ー
三

申
込
期
限
　
五
十
三
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

定
価
　
一
冊
九
百
円
（
予
定
）
　
　
　
／

一一顧卿幽騨騨一幽一今r，り隅剛P一一～一

　｛
　
1
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嗣
ー
一
一
　
　
一
一
一
’
ー
　
　
　
9
∴
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‘
、
τ
ヒ
■
髪
臼
、

　
今
年
は
、
早
々
に
梅
雨
も
あ
け
て

暑
い
目
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
市
教
育
委
員
会
と
十
日
町
市
体
育

指
導
委
員
会
で
は
、
家
庭
に
と
じ
こ

も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
を
対
象
に
婦

人
水
泳
教
室
を
計
画
し
ま
し
た
。
水

泳
の
楽
し
み
は
若
者
の
特
権
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　日
　　　　　　　　　　　　　が始まっています間時

　r若者として戦争を考える」をテーマとした青年大学講座が　午　八

始ま1）ました．　　　　　　　　　　　　前月
戦争を知らない子供たち（青年たち）にも8月・5日（終戦の壽百

日）はやってきます・現在の平和と繁栄がどこからもたらされ　～　図

たのか考えてみましょう。　　　　　　　　　　　　　　　十　’

八
月
一
日
㈹
、
二
日
困
の
二

午
前
十
時
～
十
二
時
ま
で

峯
餐
．
＝
嘉
”
　
　
　
　
　
黛
帖
！
」
ン
日
桑
子
一
？
寡
・
窪
ル

会
場
　
十
日
町
市
民
プ
ー
ル

対
象
　
初
心
者
の
婦
人

講
師
　
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員

参
加
料
　
二
百
円
（
プ
；
ル
使
用
料
）

当
目
徴
収
し
ま
す
。

申
込
み
　
十
日
町
市
民
体
育
館
（
8

七
！
五
二
〇
八
）
か
、
市
民
プ
ー
ル

（
8
七
－
三
七
三
六
）
へ
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
申
込
書
は
、
市
民
体
育
館
と
プ
ー

ル
に
あ
り
ま
す
。

第3回
8月2日

　㈱

パネルディスカッション『載争の中の青春』

※軍隊・勉学・親子・恋愛……
米敗戦σ）とき、私は何処にいたか

※今、思い出すこと

パネルマン

竹内道雄
渡辺賢一
佐野良吉

第4回
8月3日

　困

戦後は果たして終ったか
　　一ある作家の体験から一

来戦争が残していった4、の
来我々が受け継いでいかねばならないこと

講　師

早乙女勝元

田夜7時～9時　幽ところ／十日町市公民館ホール
囹受講料500円　幽申込み、問い合せは、公民館（唇7－5011）へ

　
翻
繍
蟻

巡回スポーツ教室も実施します

　日頃、体育施設と機会に恵まれない地域び）家庭

婦人を対象に巡回スポーツ教室（第2回目）を開
き裏す。スポーツを通して明るい仲間づくりと健

康な身体づくりに’）とめましょう．

■期日及び会場

日 会　　　場 対象地区

8月1目㈹ 飛渡第二小学校 飛二小学校区

8月2日体） 東下組小学校 東下組小学校区

8月8日㈹ 名ヶ山小学校 名ヶ山小学校区

8月9日困 八箇小学校 八箇小学校区
　　　　　　各会場とも午後ア時30分～9時30分まで

■対象　家庭婦人

■実施内容　体力診断・民踊

■講師　十目町市体育指導委員

■その他　運動できる服装（ズックにズボン着用

第3回目び）巡回スポーツ教室は十月に予定してい

ます。お問い合せは、市教育委員会社会教育課

◎
早
乙
女
勝
元
　
　
（
作
家
・
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
編
集

委
員
）

　
一
九
三
二
年
東
京
に
生
ま
れ
る
．
十
八
歳
の
と
き
発
表
し

た
「
下
町
の
故
郷
」
が
直
木
賞
候
補
に
な
り
作
家
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。
著
書
に
「
東
京
大
空
襲
」
「
お
ば
け
煙
突
の
歌
」

「
猫
は
生
き
て
い
る
」
な
ど
多
数
。

◎
竹
内
道
雄
　
　
（
長
岡
高
専
教
授
）

　
昭
和
十
八
年
学
徒
出
陣
に
よ
り
東
部
第
二
十
三
部
隊
に
入

隊
。
東
部
軍
教
育
隊
、
陸
軍
航
空
通
信
学
校
を
経
て
二
十
年

台
湾
第
四
五
七
〇
部
隊
に
着
任
．
区
隊
長
と
し
て
幹
部
候
補

生
の
教
育
中
、
終
戦
を
む
か
え
る
。

◎
渡
辺
賢
一
　
（
円
通
寺
住
職
）

　
海
軍
予
備
学
生
第
十
四
期
生
。
海
軍
航
空
隊
に
入
隊
し
ゼ

・
戦
に
塔
乗
。
神
風
昭
和
特
別
攻
撃
隊
と
し
て
沖
縄
作
戦
に

参
加
中
、
鹿
野
基
地
に
て
終
戦
を
む
か
え
る
。

◎
佐
野
良
吉
　
　
（
織
物
組
合
常
務
）

　
昭
和
二
十
年
学
徒
動
員
に
よ
り
東
部
第
八
十
五
部
隊
に
入

隊
．
支
那
派
遣
軍
、
沖
縄
戦
内
地
防
衛
軍
、
本
部
防
衛
軍
の

任
務
を
経
て
神
奈
川
県
大
磯
に
て
終
戦
を
む
か
え
る
。

防
火
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
募
集

　
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
秋
の

全
国
火
災
予
防
運
動
に
協
力
し
て
、

広
く
一
般
の
防
火
思
想
高
揚
の
た
め
、

つ
ぎ
の
と
お
り
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

作
品
規
格
　
①
大
き
さ
…
B
2
判

（
ダ
テ
約
7
3
仕
．
、
ヨ
コ
約
52
穂
．
）
タ
テ

使
用
の
パ
ネ
ル
張
り
②
色
数
．
－
紙
の

白
地
を
除
い
た
四
色
で
、
ポ
ス
タ
ー

カ
ラ
ー
仕
上
げ
と
し
、
四
色
で
合
成

さ
れ
た
色
は
何
色
で
も
可
。
た
だ
し

色
用
紙
を
使
用
し
た
場
合
は
一
色
と

し
て
取
り
扱
う
③
記
人
文
字
－
・
仔

（
標
語
）
そ
れ
ぞ
れ
の
持
場
で
生
か
せ

火
の
用
心
回
自
治
省
消
防
庁
、
目
本

損
害
保
険
協
会
④
写
真
利
用
の
作
品

も
可
記
載
事
項
　
応
募
作
品
の
パ
ネ
ル
裏

面
に
住
所
・
氏
名
・
年
令
・
性
別
．

職
業
・
電
話
番
号
お
よ
び
作
品
の
簡

単
な
説
明

締
切
　
五
十
三
年
ぺ
月
十
一
日

審
査
委
員
　
亀
倉
雄
策
　
他

送
り
先
　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦

町
一
ノ
九
ノ
一
（
〒
皿
）
東
京
天
理

教
館
内
、
日
本
損
害
保
険
協
会
．
防

火
ポ
ス
タ
ー
係
（
溶
〇
三
ー
二
九
四

ー
四
九
一
一
）

）（87－3111内線275）へ。
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新
潟
県
芸
術
祭
に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
芸
術
祭

の
演
劇
、
合
唱
、
文
芸
の
各
部
門
の

参
加
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
演
　
劇
　
部
　
門

地
区
発
表
会
　
九
月
二
十
三
・
二
十

　
四
日
　
長
岡
市
厚
生
会
館

参
加
対
象
　
高
校
・
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体

上
演
時
間
　
六
十
分
以
内

申
込
み
及
び
問
合
せ
先
　
中
越
教
育

事
務
所
社
会
教
育
課
（
8
0
二
五
八

－
三
四
－
三
一
一
一
）

■
合
　
唱
　
部
　
門

会
場
及
び
期
日
　
新
潟
市
公
会
堂

　
十
一
月
三
日

参
加
対
象
　
高
校
生
・
一
般
コ
ー
ラ

　
ス
グ
ル
ー
プ
　
　
（
一
団
体
自
由
曲

　
二
曲
以
内
、
十
分
以
内
）

申
込
み
及
び
問
合
せ
先
　
十
月
九
目

ろいろな土地の

＿＿■匿』薩ハ豊A“t】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
　
一
人
新
作
五
句
一
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
柳
　
一
人
新
作
五
句
一
編

　
ま
で
に
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
　
　
　
　
　
　
　
課
題
「
過
保
護
」

（
8
0
二
五
二
ー
二
三
－
五
五
一
一
）
　
応
募
締
切
　
十
月
十
日
・
消
印
有
効

■
文
　
芸
　
部
　
門
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
て
先
　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

種
目
等
　
小
説
　
　
一
般
・
四
百
字
五
　
　
新
潟
市
一
番
堀
通
町
県
庁
第
二
分
館
内

　
十
枚
以
内
、
高
校
　
二
十
枚
以
内
　
　
　
詳
細
は
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会

　
詩
　
四
百
字
四
枚
以
内
　
　
　
　
　
教
育
課
（
8
七
ー
三
一
二
内
線
二

　
短
歌
　
新
作
五
首
一
編
　
　
　
　
　
　
七
五
）
へ

　
～
S
S
～
S
S
S
～
S
～
S
n
b
ぐ
δ
S
o
b
S
S
S
S
S
S
S
S

中
学
卒
業
程
度
認
定
試
験
　
　
　
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
．

　
　
　
　
　
閥
受
験
案
内
ー
　
　
’
受
験
資
格

　
こ
の
認
定
試
験
は
、
病
弱
、
虚
弱
、
　
　
昭
和
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

発
育
不
完
全
そ
の
他
や
む
を
え
な
い
　
　
で
に
満
十
五
歳
以
上
に
な
る
も
の
で

事
由
の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
　
　
つ
ぎ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

に
就
学
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
就
学
　
　
■
現
在
、
義
務
教
育
の
猶
予
若
し
く

を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
人
等
に
　
　
は
免
除
を
受
け
て
い
る
人
。
ま
た
は

対
し
、
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が
　
　
以
前
に
受
け
た
人

あ
る
か
ど
う
か
を
認
定
す
る
た
め
に
　
　
■
旧
尋
常
小
学
校
、
旧
国
民
学
校
へ

国
が
行
う
試
験
（
＼
認
定
試
験
に
合
　
　
の
就
学
義
務
の
猶
予
ま
た
は
免
除
を

格
し
た
人
は
、
高
等
学
校
の
入
学
資
　
　
受
け
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
義
務
教
育
諸
学
校
を
卒
業
で
き
な

＿繭

舞侮漂

紬
7
藩
優
凶

紹介されています
　　　北九州市の小学校社会科に！

　福岡県北九州市の小学校4年生の

社会科副読本に、冬の十日町市の人

々のくらしが、写真や図、作文をた

くさん使って20ぺ一ジで紹介されて

います。

か
っ
た
人
で
、
手
続
き
を
し
て
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、

猶
予
ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の

で
き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
つ

た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た
人

　
試
験
の
科
目
と
程
度

　
中
学
校
の
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）
の
各
教
科

に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
を
履
修
し
た
程

鬼
§
§
§
§
§
§
§
§
g
δ
§
§
§
§
§
§
§
£
δ
§
§
§
§
g
o
§
§
§
§
§

しやつゆつしやつしウつしウつしケつじウつしケつしウつし　つしウつぴつしレつしをつしゆつしかつしレつしウつしケつしレつしレつロ

日頃からきれいな選挙を

（（（（（（（（（（
レロロヤノロロレレレレ

懲魚談孟．（（事前運動禁止違反罪
レレロロロロロロロロロロロ

　選挙運動は、立候補の届出のあった日か
らでなければすることができません。　（公

選法129条）

　これに違反して事前に選挙運動を行うと

事前運動禁止違反罪として1年以下の禁銅

または10万円以下の罰金に処せr）れます。

（同法239条）

　この罪は、事前に選挙運動を行うことに

よって成立するもので、その後立候補した

かどうかには関係がありません。また、自

分で立候補の意志がある場合だけでなく、

立候補の意志のある人や、立候補が予定さ

れている人のために、事前に選挙運動をす

る場合も、事前運動禁止違反罪に該当しま§
§
§
語

ま
　
　
　
q

し
　
　
伽qり伽㊥粥㊥粥伽伽鵬鵬㈱㈱幽伽伽伽伽

事
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
臥

度
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
お
外
国
語
は

願
い
出
に
よ
り
ド
イ
ツ
語
ま
た
は
フ

ラ
ン
ス
語
と
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
試
験
の
方
法

　
筆
記
（
盲
人
の
受
験
者
は
点
字
）

の
方
法
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
試
験
の
期
日

　
五
十
三
年
十
一
月
十
日
（
金
）

　
願
書
受
付
期
間

　
ご
希
望
の
方
は
八
月
二
十
五
日
ま

で
に
市
教
委
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
及
び
運
動
員
用

「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
i
候
補

者
・
運
動
員
必
携
1
』
を
斡
施

し
ま
す
。

　
明
春
行
わ
れ
る
統
一
地
方
選
挙
の

円
滑
な
執
行
を
は
か
る
た
め
、
全
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
鵬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
伽

市
区
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
か
ら

立
候
補
予
定
者
及
び
運
動
員
の
た
め

の
「
地
方
選
挙
早
わ
か
り
1
候
補
者
．

運
動
員
必
携
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
ご
入
用
の
方
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

住
所
・
氏
名
・
必
要
部
数
を
ご
記
入

の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
先
　
十
日
町
市
選
挙
管
理
委
員

会
、
十
日
町
市
千
歳
町
三
ー
三

申
込
期
限
　
五
十
三
年
八
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

定
価
　
一
冊
九
百
円
（
予
定
）
　
　
　
／
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福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
八
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
、
福
祉

年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。
噌

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
指
定
郵
便
局

で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
受
取
り
後
は
、

所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

福
祉
年
金
証
書
を
左
表
で
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

■
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
も
支

　
払
い
ま
す

　
先
般
、
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
の

委
任
印
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
あ
な
た
が
郵
便
局
で
福
祉
年

金
を
受
領
し
た
あ
と
、
福
祉
年
金
証

書
を
お
あ
ず
か
り
し
ま
す
が
、
そ
の

際
、
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
（
六
千

円
）
を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
な
お
受
領
印
は
、
福
祉
年
金
証
書

の
印
鑑
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．
（
福
祉
給
付
金
を
支
給
さ
れ

な
い
方
も
、
福
祉
年
金
証
書
は
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
書
を
提
出

し
な
い
と
、
今
後
福
祉
年
金
を
受
け

期
　
　
　
日

福
祉
年
金
を
受
取
る
郵
便
局

福
祉
年
金
受
取
り
後
年
金
証
書
を
提
出
す
る

場
所
（
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
支
払
い
場
所
）

8
月
n
日
樹

午
前
9
時
～

午
後
4
時

8
月
1
2
日
出

午
前
9
時
～

　
正
午

十
日
町
郵
便
局
窓
口

十
日
町
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
聯
喩
孫
員
に
）

＋
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局
窓
口

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口

＋
日
町
高
田
郵
便
局
窓
口

＋
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
罫
喩
孫
員
に
）

新
水
簡
易
郵
便
局
窓
口

新
水
簡
易
郵
便
局
（
衡
燃
壊
脇
逢
任
に
渡
し
て
）

下
条
郵
便
局
窓
口

下
条
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
罫
嘘
孫
員
に
）

8
月
n
日
囲

午
前
9
時
～

　
午
後
4
時

魚
沼
吉
田
郵
便
局
窓
口

吉
田
出
張
所
（
　
　
　
”
　
　
　
）

越
後
水
沢
郵
便
局
窓
口

越
後
水
沢
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

土
市
郵
便
局
窓
口

土
市
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

8
月
12
日
出

午
前
9
時
～

　
　
　
正
午

六
箇
郵
便
局
窓
口

六
箇
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

ら
れ
な
い
場
合
が
生
じ
ま
す
）

◆
お
い
で
い
た
だ
く
方

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

◆
持
参
い
た
だ
く
も
の

福
祉
年
金
証
書
及
び
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
当
日
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ

か
な
い
方
は
、
お
早
め
に
福
祉
年
金

の
支
払
い
を
受
け
た
あ
と
、
福
祉
年

金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
課
国
民
年
金

係
（
8
七
⊥
二
一
一
一
内
線
二
一
八
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
身
体
障
害
者
技
能

競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

期
日
　
十
月
二
十
四
～
二
十
六
日

会
場
　
千
葉
市
中
央
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
参
加
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
各
都
道
府
県
知
事
の
推
せ
ん
を

受
け
た
人

参
加
経
費
　
無
料

申
込
手
続
　
八
月
八
目
ま
で
に
市
・

社
会
福
祉
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
．
　
（
8
七
ー
三
二
一
内
線

二
一
四
）

　
夏
季
に
は
、
海
水
浴
等
レ
ジ
ャ
ー

や
墓
参
帰
省
の
た
め
の
交
通
量
の
増

加
な
ど
、
道
路
交
通
環
境
の
変
化
か

ら
例
年
過
労
運
転
、
安
全
運

転
義
務
違
反
等
に
よ
る
交
通

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
こ
ど
も
の
交
通
事

故
が
増
加
、
多
発
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
た
め
新
潟
県
、
新
潟

県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議

会
、
十
日
町
市
、
十
日
町
市

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、

去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
目
ま
で
の
一
ヵ
月
間

を
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
月
問
」
と
し
て
、
広
く

地
域
、
職
場
に
交
通
安
全

運
動
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

ル
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
、

特
に
死
亡
事
故
抑
止
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

杢夏の交通安全運動
甲　◇ゆずりあう心で夏の交通安全◇

人
の
自
覚
に
よ
り
正
し
い
交
通
ル
ー

願
し
、

布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

ω
自
動
車
利
用
者
及
び
夏
休

み
中
の
こ
ど
も
の
交
通
事
故

防
止
働
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
等

の
防
止

鋤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
推
進

⑥
幼
児
と
老
人
の
交
通
事
故

防
止

交
通
安
全
指
導
所
を
設
置

　
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
期

間
中
、
交
通
安
全
指
導
所
を

設
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
安
全
運
転
の
実
践
を
お

チ
ラ
シ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

　
　
　
の
検
診
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
三
十
一
目
㈲

ま
で
に
市
・
保
健
課
（
8
七
－
三
一

二
内
線
二
二
～
二
一
二
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
場
　
長
岡
保
健
所
・
六
日
町
保
健

所検
診
日
　
長
岡
保
健
所
　
八
月
二
日

困
　
六
日
町
保
健
所
　
八
月
二
十
八

日
則
受
付
時
間
　
両
会
場
と
も
正
午
か
ら

午
後
二
時

◎
例
集
午
前
中
は
混
み
合
か
ま
す
が
午
後
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
．

5）m”lll”””91”II”1“mlと’おガ夢㌻♂男口ら世』阪1”IIlilil””“illlll”1“m”1“1”1”1“””1川II“”ll”lml”1””lll”ll””昭和53年7月25日

　
市
イ
．
」
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
、

公
共
下
水
道
の
建
設
基
本
計
画
を
立

て
、
五
十
一
年
度
か
ら
本
格
的
な
下

水
管
埋
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
ド
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
は

各
処
理
区
域
内
で
か
か
っ
た
事
業
費

の
五
分
の
一
を
、
該
当
の
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
て
の
負
担
金
が
、
こ
の
ほ
ど
、
一

平
方
材
あ
た
り
三
百
五
十
円
に
決
ま

り
ま
し
た
．
対
象
の
地
域
は
、
第
一

期
計
画
区
域
内
の
、
南
北
は
川
治
川

か
ら
田
川
の
間
、
東
西
は
、
東
側
山

ず
多
、
か
ら
飯
山
線
ま
ー
、
、
の
旧
市
内
約

百
四
十
八
ヘ
ク
ダ
ー
ル
で
す
。

　
こ
の
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
土

地
に
負
担
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
地
目
に
よ
っ
て
減
免
や
、

徴
収
猶
予
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
．
こ
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
、
八
月
か
ら
九
月
の
間
に
説
明

会
を
開
き
ま
す
．
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
の
ち
ほ
ど
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
受
益
者
、
国
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
ド
水
道
を
整
備
し
、
河
川
の
汚
濁

防
止
や
環
境
衛
生
の
向
上
を
め
ざ
し

て
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し

よ
，
つ
。

公
社
線
と
川
西
有
放
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
続
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
川
西

町
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
、
七
月
一
．
一
十
一
目
限
り
で
電
々

公
社
の
電
話
と
川
西
町
有
線
電
話
の

相
互
接
続
を
廃
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
．
旨
れ
に
伴
い
当
該
地
域
か

ら
の
公
社
電
話
の
加
入
申
込
が
殺
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　アメシロの集団防除
　7月7日、新座地区び）嘱託員さんが

総出で薬剤散布をしていました。アメ

シロは8月中旬にもう・一度発生します

町内ぐるみで撲滅しましょう。

士
不
ホ
‡
十
‡
↓
T
き
ー
‡
，

し
て
い
ま
す
が
、
し
月
中
に
は
い
ず

れ
も
架
設
’
．
・
さ
る
見
込
み
で
す
。

6，26梅雨前線豪雨被災者の
個人住民税等の減免について

こび）たびび）豪雨により被災を受けられ

、

　た人に対する救済措置として、地方税法

　に丈σ一）ぎの軽減または減免制度があり

　ますび）で、該当する人は申請してくださ

　い。

　1．個人の住民税
　⑦住宅、または家財び）価格び）10分の3以

　 hが災害を受けた場合で、前年中（52年）

　び）所得金額が4（X）ノ∫円以ドであるもび）。

　④農作物に被害を受けた場合で、減収1、二

　丈る損失額の合計額（共済より支払オ）れ

’るべき金額を控除した額）が平年におけ

　る収入額び）10分σ）3以上である｛）び）び）う

　ち、前年中び）合計所得金額が400万円以

　ドであるもび）（農業所得以外び）所得が、

　16｛）ノ∫円をこえるものを除く）

2．固定資産税
⑦家屋にー）いては当該家屋家価び）10分び）

2以上か被災した場合

㊦農地または宅地に・）いては被害面積が

当該土地面積グ）10分び）2以 hが被災した

場合

　なお、詳しくは市・税務課へ照会くだ

さい　（奮7－3111内糸泉204～2‘）7）

　所得税に・）いては十日町税務署へお願

いし圭す。

毎
月
勤
労
統
計
特
別
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
労
働
省
で
は
、
七
月
末
日
現
在
で

常
用
労
働
者
一
～
四
人
を
雇
用
す
る

事
業
所
を
対
象
に
「
毎
月
勤
労
統
計

特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に

働
く
人
達
の
労
働
の
状
態
を
調
べ
、

労
働
経
済
分
野
に
お
け
る
重
要
な
資

料
に
な
り
ま
す
、
、

　
八
月
一
日
か
ら
十
日
の
間
に
、
調

査
員
が
対
象
事
業
所
へ
お
伺
い
し
ま

す
．
、
調
査
し
た
内
容
は
統
計
資
料
を

作
る
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
、

◆
調
査
区
域
　
川
原
町

国
際
電
報
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
国
際
電
報
に
は
、
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

外
国
に
知
人
や
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
が
お

ら
れ
る
方
は
、
一
度
国
際
電
報
を

利
用
し
イ
・
み
〆
、
は
い
か
が
で
し
虹
う

か
。
国
際
電
報
に
は
、
国
内
の
電
報

と
同
じ
よ
う
に
慶
弔
扱
い
も
あ
り
ま

す
．
、
　
国
際
電
報
は
、
平
日
の
窓
口
営
業

時
間
に
は
電
報
電
話
局
の
窓
口
で
受

付
け
、
夜
間
及
び
休
日
は
二
五
番

で
電
話
受
付
け
々
．
行
ジ
、
い
主
す

喉
　
　
　
　
＝
の
撃
　
　
　
，
望

　
　
　
　
激
ぐ
べ
、
　
　
⑦
　
　
－

　
　
　
　
　
鴨
　
　
9
　
　
　
こ
・

　
　
へ
　
、
㌧
膚㌧
樫
警

　
　
　
甲
画
簿

磯．　　
■
，
脳
1

ノ

6
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福
祉
年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　
八
月
十
一
日
（
金
）
か
ら
、
福
祉

年
金
の
支
払
い
が
始
ま
り
ま
す
。
噌

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
指
定
郵
便
局

で
八
月
期
の
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
福
祉
年
金
受
取
り
後
は
、

所
得
等
の
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

福
祉
年
金
証
書
を
左
表
で
指
定
さ
れ

た
場
所
へ
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
．

■
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
も
支

　
払
い
ま
す

　
先
般
、
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
の

委
任
印
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
当

日
は
、
あ
な
た
が
郵
便
局
で
福
祉
年

金
を
受
領
し
た
あ
と
、
福
祉
年
金
証

書
を
お
あ
ず
か
り
し
ま
す
が
、
そ
の

際
、
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
（
六
千

円
）
を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
な
お
受
領
印
は
、
福
祉
年
金
証
書

の
印
鑑
で
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
．
（
福
祉
給
付
金
を
支
給
さ
れ

な
い
方
も
、
福
祉
年
金
証
書
は
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
書
を
提
出

し
な
い
と
、
今
後
福
祉
年
金
を
受
け

期
　
　
　
日

福
祉
年
金
を
受
取
る
郵
便
局

福
祉
年
金
受
取
り
後
年
金
証
書
を
提
出
す
る

場
所
（
臨
時
生
活
福
祉
給
付
金
支
払
い
場
所
）

8
月
n
日
樹

午
前
9
時
～

午
後
4
時

8
月
1
2
日
出

午
前
9
時
～

　
正
午

十
日
町
郵
便
局
窓
口

十
日
町
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
聯
喩
孫
員
に
）

＋
日
町
本
町
簡
易
郵
便
局
窓
口

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係
窓
口

＋
日
町
高
田
郵
便
局
窓
口

＋
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
窓
口

魚
沼
中
条
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
罫
喩
孫
員
に
）

新
水
簡
易
郵
便
局
窓
口

新
水
簡
易
郵
便
局
（
衡
燃
壊
脇
逢
任
に
渡
し
て
）

下
条
郵
便
局
窓
口

下
条
郵
便
局
（
灘
眠
課
個
眠
罫
嘘
孫
員
に
）

8
月
n
日
囲

午
前
9
時
～

　
午
後
4
時

魚
沼
吉
田
郵
便
局
窓
口

吉
田
出
張
所
（
　
　
　
”
　
　
　
）

越
後
水
沢
郵
便
局
窓
口

越
後
水
沢
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

土
市
郵
便
局
窓
口

土
市
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

8
月
12
日
出

午
前
9
時
～

　
　
　
正
午

六
箇
郵
便
局
窓
口

六
箇
郵
便
局
（
　
　
　
”
　
　
　
）

ら
れ
な
い
場
合
が
生
じ
ま
す
）

◆
お
い
で
い
た
だ
く
方

本
人
ま
た
は
代
理
人
で
も
結
構
で
す
。

◆
持
参
い
た
だ
く
も
の

福
祉
年
金
証
書
及
び
福
祉
年
金
証
書

に
押
印
し
た
印
鑑

　
当
日
は
、
係
員
が
出
向
い
て
い
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
当
日
お
い
で

く
だ
さ
い
。
ど
う
し
て
も
都
合
の
つ

か
な
い
方
は
、
お
早
め
に
福
祉
年
金

の
支
払
い
を
受
け
た
あ
と
、
福
祉
年

金
証
書
と
印
鑑
を
市
民
課
国
民
年
金

係
（
8
七
⊥
二
一
一
一
内
線
二
一
八
）

へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

全
国
身
体
障
害
者
技
能

競
技
大
会
（
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

期
日
　
十
月
二
十
四
～
二
十
六
日

会
場
　
千
葉
市
中
央
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
参
加
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
所
持

者
で
各
都
道
府
県
知
事
の
推
せ
ん
を

受
け
た
人

参
加
経
費
　
無
料

申
込
手
続
　
八
月
八
目
ま
で
に
市
・

社
会
福
祉
事
務
所
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
．
　
（
8
七
ー
三
二
一
内
線

二
一
四
）

　
夏
季
に
は
、
海
水
浴
等
レ
ジ
ャ
ー

や
墓
参
帰
省
の
た
め
の
交
通
量
の
増

加
な
ど
、
道
路
交
通
環
境
の
変
化
か

ら
例
年
過
労
運
転
、
安
全
運

転
義
務
違
反
等
に
よ
る
交
通

事
故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
夏
休
み
に
よ
る
解

放
感
か
ら
こ
ど
も
の
交
通
事

故
が
増
加
、
多
発
し
て
い
ま

す
。　
こ
の
た
め
新
潟
県
、
新
潟

県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議

会
、
十
日
町
市
、
十
日
町
市

交
通
安
全
対
策
会
議
で
は
、

去
る
七
月
二
十
一
日
か
ら
八

月
二
十
目
ま
で
の
一
ヵ
月
間

を
「
夏
の
交
通
事
故
防
止
運

動
月
問
」
と
し
て
、
広
く

地
域
、
職
場
に
交
通
安
全

運
動
を
認
識
し
て
も
ら
い
、

ル
を
身
に
つ
け
、
交
通
事
故
の
防
止
、

特
に
死
亡
事
故
抑
止
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

杢夏の交通安全運動
甲　◇ゆずりあう心で夏の交通安全◇

人
の
自
覚
に
よ
り
正
し
い
交
通
ル
ー

願
し
、

布
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

運
動
の
重
点

ω
自
動
車
利
用
者
及
び
夏
休

み
中
の
こ
ど
も
の
交
通
事
故

防
止
働
飲
酒
運
転
、
過
労
運
転
等

の
防
止

鋤
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
推
進

⑥
幼
児
と
老
人
の
交
通
事
故

防
止

交
通
安
全
指
導
所
を
設
置

　
夏
の
交
通
安
全
運
動
の
期

間
中
、
交
通
安
全
指
導
所
を

設
け
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対

し
て
安
全
運
転
の
実
践
を
お

チ
ラ
シ
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

大
腿
四
頭
筋
等
拘
縮
症

　
　
　
の
検
診
に
つ
い
て

　
つ
ぎ
の
と
お
り
大
腿
四
頭
筋
等
拘

縮
症
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
七
月
三
十
一
目
㈲

ま
で
に
市
・
保
健
課
（
8
七
－
三
一

二
内
線
二
二
～
二
一
二
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
場
　
長
岡
保
健
所
・
六
日
町
保
健

所検
診
日
　
長
岡
保
健
所
　
八
月
二
日

困
　
六
日
町
保
健
所
　
八
月
二
十
八

日
則
受
付
時
間
　
両
会
場
と
も
正
午
か
ら

午
後
二
時

◎
例
集
午
前
中
は
混
み
合
か
ま
す
が
午
後
は
比
較
的
す
い
て
い
ま
す
．

5）m”lll”””91”II”1“mlと’おガ夢㌻♂男口ら世』阪1”IIlilil””“illlll”1“m”1“1”1”1“””1川II“”ll”lml”1””lll”ll””昭和53年7月25日

　
市
イ
．
」
は
、
昭
和
四
十
九
年
度
に
、

公
共
下
水
道
の
建
設
基
本
計
画
を
立

て
、
五
十
一
年
度
か
ら
本
格
的
な
下

水
管
埋
設
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
．

　
ド
水
道
事
業
の
受
益
者
負
担
金
は

各
処
理
区
域
内
で
か
か
っ
た
事
業
費

の
五
分
の
一
を
、
該
当
の
地
区
の
皆

さ
ん
か
ら
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ブ
て
の
負
担
金
が
、
こ
の
ほ
ど
、
一

平
方
材
あ
た
り
三
百
五
十
円
に
決
ま

り
ま
し
た
．
対
象
の
地
域
は
、
第
一

期
計
画
区
域
内
の
、
南
北
は
川
治
川

か
ら
田
川
の
間
、
東
西
は
、
東
側
山

ず
多
、
か
ら
飯
山
線
ま
ー
、
、
の
旧
市
内
約

百
四
十
八
ヘ
ク
ダ
ー
ル
で
す
。

　
こ
の
区
域
内
に
あ
る
す
べ
て
の
土

地
に
負
担
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
地
目
に
よ
っ
て
減
免
や
、

徴
収
猶
予
の
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
受
益
者
負
担
金
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
．
こ
理
解
を
い
た
だ
く
た

め
に
、
八
月
か
ら
九
月
の
間
に
説
明

会
を
開
き
ま
す
．
日
程
等
に
つ
い
て

は
、
の
ち
ほ
ど
ご
案
内
い
た
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
受
益
者
、
国
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
ド
水
道
を
整
備
し
、
河
川
の
汚
濁

防
止
や
環
境
衛
生
の
向
上
を
め
ざ
し

て
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
り
ま
し

よ
，
つ
。

公
社
線
と
川
西
有
放
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

接
続
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　
十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
川
西

町
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
申
し
出
に

よ
り
、
七
月
一
．
一
十
一
目
限
り
で
電
々

公
社
の
電
話
と
川
西
町
有
線
電
話
の

相
互
接
続
を
廃
止
し
ま
す
。

　
な
お
、
．
旨
れ
に
伴
い
当
該
地
域
か

ら
の
公
社
電
話
の
加
入
申
込
が
殺
到

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　アメシロの集団防除
　7月7日、新座地区び）嘱託員さんが

総出で薬剤散布をしていました。アメ

シロは8月中旬にもう・一度発生します

町内ぐるみで撲滅しましょう。

士
不
ホ
‡
十
‡
↓
T
き
ー
‡
，

し
て
い
ま
す
が
、
し
月
中
に
は
い
ず

れ
も
架
設
’
．
・
さ
る
見
込
み
で
す
。

6，26梅雨前線豪雨被災者の
個人住民税等の減免について

こび）たびび）豪雨により被災を受けられ

、

　た人に対する救済措置として、地方税法

　に丈σ一）ぎの軽減または減免制度があり

　ますび）で、該当する人は申請してくださ

　い。

　1．個人の住民税
　⑦住宅、または家財び）価格び）10分の3以

　 hが災害を受けた場合で、前年中（52年）

　び）所得金額が4（X）ノ∫円以ドであるもび）。

　④農作物に被害を受けた場合で、減収1、二

　丈る損失額の合計額（共済より支払オ）れ

’るべき金額を控除した額）が平年におけ

　る収入額び）10分σ）3以上である｛）び）び）う

　ち、前年中び）合計所得金額が400万円以

　ドであるもび）（農業所得以外び）所得が、

　16｛）ノ∫円をこえるものを除く）

2．固定資産税
⑦家屋にー）いては当該家屋家価び）10分び）

2以上か被災した場合

㊦農地または宅地に・）いては被害面積が

当該土地面積グ）10分び）2以 hが被災した

場合

　なお、詳しくは市・税務課へ照会くだ

さい　（奮7－3111内糸泉204～2‘）7）

　所得税に・）いては十日町税務署へお願

いし圭す。

毎
月
勤
労
統
計
特
別
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
労
働
省
で
は
、
七
月
末
日
現
在
で

常
用
労
働
者
一
～
四
人
を
雇
用
す
る

事
業
所
を
対
象
に
「
毎
月
勤
労
統
計

特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
に

働
く
人
達
の
労
働
の
状
態
を
調
べ
、

労
働
経
済
分
野
に
お
け
る
重
要
な
資

料
に
な
り
ま
す
、
、

　
八
月
一
日
か
ら
十
日
の
間
に
、
調

査
員
が
対
象
事
業
所
へ
お
伺
い
し
ま

す
．
、
調
査
し
た
内
容
は
統
計
資
料
を

作
る
目
的
以
外
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
、

◆
調
査
区
域
　
川
原
町

国
際
電
報
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
国
際
電
報
に
は
、
あ
ま
り
な
じ
み

の
な
い
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

外
国
に
知
人
や
ペ
ン
フ
レ
ン
ド
が
お

ら
れ
る
方
は
、
一
度
国
際
電
報
を

利
用
し
イ
・
み
〆
、
は
い
か
が
で
し
虹
う

か
。
国
際
電
報
に
は
、
国
内
の
電
報

と
同
じ
よ
う
に
慶
弔
扱
い
も
あ
り
ま

す
．
、
　
国
際
電
報
は
、
平
日
の
窓
口
営
業

時
間
に
は
電
報
電
話
局
の
窓
口
で
受

付
け
、
夜
間
及
び
休
日
は
二
五
番

で
電
話
受
付
け
々
．
行
ジ
、
い
主
す

喉
　
　
　
　
＝
の
撃
　
　
　
，
望

　
　
　
　
激
ぐ
べ
、
　
　
⑦
　
　
－

　
　
　
　
　
鴨
　
　
9
　
　
　
こ
・

　
　
へ
　
、
㌧
膚㌧
樫
警

　
　
　
甲
画
簿

磯．　　
■
，
脳
1

ノ

6

搬c
／2、7つ’／

＼
ジ／
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旭ケ丘団地

　　分譲住宅募集”
　新潟県住宅供給公社では、つぎのとおり分

譲住宅を募集します。

募集期間　8月2日～12目

分譲方法　住宅展示会で建売です。（住宅引渡

　しは9月の予定）

分譲戸数　17戸（木造2階建）

受付要領　8月2目～4日までの申し込みで

　一応締切り決定します。この場合、同一の

　住宅に2名以上の申し込みがあった住宅は

　8月5目に公開抽せんで決定します。

融資　分譲住宅の購入には住宅金融公庫融資

　と公社補足立替制度の2つの融資がありま

　す。この制度を利用することによって自己

　資金は79万円から求められます。

詳細は、市・開発課（饗7－3111内線227）ま

たは、新潟県住宅供給公社分譲課（80252

（66）0184）へ。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
1
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

52

年
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

つし改⊆だくでいおは方の月当該もてくなが知通人個（

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
2
2
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
1
時
半
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
4
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
歳
児
検
診

8
月
2
3
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時
半
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
相
談
8
月
2
9
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

　
～
　
4
時

十
日
町
公
民
館

53
年
2
月

～
3
月
生

れ
の
者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

『
6
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
｝

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

㎜
1
3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

．
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
一

㎜
2
0
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
7
日
大
島
医
院
（
川
原
町
）
…

…
　
　
　
　
面
2
の
2
9
5
7
番
㎝

々
汐
⊆
ン
テ
」
》
ζ
く

4
）
ン
、
多
汐
ζ
ン
・
⊆
）
⊆
⊃
で
）
⊃
惹
ユ
ε
》
て
）
）
τ
）
て
ン
（
）
ζ
）
ζ
コ
ζ
⊃
て
ざ
、
ψ
ζ
）
ζ
）
て
）
£
）
て
）
τ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
健
康
な
よ
い
子
を
産
む
た
め
に
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
目
町
市
役
所
、
十
日
町
市
農
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
同
組
合
で
は
、
夫
婦
を
中
心
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
家
庭
の
幸
福
、
経
済
状
態
、
母
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
健
康
や
子
ど
も
の
将
来
な
ど
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
心
身
共
に
健
康
な
子
ど
も
を
育
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
め
に
、
つ
ぎ
の
と
お
り
講
演
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
　
健
康
な
よ
い
子
を
産
む
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
期
目
　
七
月
二
十
九
日
出
　
午
後
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
時
半
～
三
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
農
協
福
祉
会
館
四
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
　
本
多
綾
夫
（
日
本
家
族
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
協
会
指
導
員
）

ゆすり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
七
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
衛
役
所
繭
工
繰
内
溝
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
み
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
格

希
望
優
格

品
　
　
　
名

規
絡

希
墾
儀
絡

オ
ガ
サ
カ
ス
ギ
ー
曾
》

．
中
　
古

三
万
五
千
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

中
古

不
　
胴

ブ
ラ
ザ
ー
編
纂
嫁
）

（
か
せ
く
り
・
憲
肇
搬
付
V

〃

三
万
円

五
歳
女
子
絹
禽
転
輩

”

三
千
円

ベ
ビ
ー
パ
ス
ヨ
ン
ビ
ラ
ッ
ク

歩
行
器
・
手
お
し
車

〃

芳
五
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

彪

｝
万
円

ニ
ッ
サ
ン
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
　
一
六
〇
〇
㏄

ガ

玉
万
円

躍

〃

一
万
湾

木
製
す
べ
り
台

却

千
玉
百
円

鍵

〃

五
苧
用

食
堂
風
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
（
四
輝
）

〃

三
千
鍔

か

〃

一
万
湾

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

躍

三
千
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

〃

一
万
円

子
供
馬
自
転
車

〃

不
　
明

焼
鞠
め
陳
列
だ
な

〃

相
談
で

グ
ロ
ー
ブ
。
ミ
ッ
ト

（
1
憂
ー
ム
分
）

〃

一
個
千
円
で

女
子
野
球
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た

用
具
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
十
日
町
中
学
校
の
二
年
生
十
一
名

が
女
子
野
球
の
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し

た
。
チ
ー
ム
の
名
前
は
「
ヤ
ン
チ
ャ

ー
ズ
（
中
村
て
る
み
主
将
）
」

　
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
四
百
円

づ
つ
お
こ
ず
か
い
を
出
し
あ
っ
て
、

用
具
を
そ
ろ
え
て
ま
す
が
足
り
ま
せ

ん
。
グ
ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト
、
ミ
ツ
ト

等
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は

中
村
税
理
事
務
所
（
8
七
－
八
四
八

二
）
か
市
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ

～午後3時と　き　8月1日⑳／午前

ところ　中条公民館大井田

と　き　8月3日㊥／午前10時～午後3時

ところ　厚生連中条病院

と　き　8月4日⑥／午前10時～午後3時

ところ　十目町市役所

．明日といわず今献血しましょう一

　砂磁
盈rお』6創匿豊
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○
－

：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・
・

受
益
者
負
担
金
制
度

　
快
適
で
文
化
的
な
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
下
水
道
の
整
備

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
基
本
計
画
で
は
、
七

百
二
十
五
診
（
対
象
人
口
三
万
六
千

人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
期

計
画
は
、
市
の
中
心
部
、
百
四
十
八

診
（
人
口
九
千
五
百
人
）
の
区
域
を

対
象
と
し
、
四
十
九
年
か
ら
事
業
に

着
手
し
、
総
事
業
費
九
十
一
億
円
を

か
け
て
五
十
八
年
か
ら
一
部
処
理
開

始
の
予
定
で
す
。

●
受
益
者
負
担
金
制
度

　
下
水
道
施
設
は
、
道
路
や
公
園
な

下水道事業説明会日程

ど
と
比
べ
て
、
利
益
を
受
け
る
の
は

処
理
区
域
の
皆
さ
ん
に
限
ら
れ
、
全

市
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金

だ
け
で
賄
う
と
す
る
と
税
負
担
の
公

平
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
市
で
は
「
十
日
町
市
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
受
益
者
負
担
金
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

●
受
益
者
と
は

　
下
水
道
の
処
理
区
域
内
に
あ
る
す

べ
て
の
土
地
の
所
有
者
が
受
益
者
と

な
り
ま
す
。
そ
の
土
地
が
地
上
権
、

質
権
、
ま
た
は
使
用
貸
借
も
し
く
は

－
○賃

貸
借
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
方
が
受
益
者
と
な
り

ま
す
。
単
な
る
借
家
人
（
一
般
の
借

家
人
、
社
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
市
営
住

宅
の
入
居
者
）
は
受
益
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

●
負
担
金
は
い
く
ら
か

　
対
象
事
業
の
五
分
の
一
の
額
を
第

一
期
計
画
区
域
面
積
で
割
っ
て
得
た

額
が
一
平
方
材
当
り
の
負
担
金
と
な

り
ま
す
。

溜業働事職
総
緬

例

　　　×

（負　担　率）

　　1／5

（負担区の面積）

　1，480，000㎡

　　　　lI

（単位負担金額）

350円／㎡　1，155円ノ坪

月　日 会　　　場 参　集　区　域

8128㈱
粛　役　所 寿灯四，昭和町一

智　泉　寺 泉鳳撫贅糸屋酵

8129㈹
十日駐公民館 学校晦一譲下町東

智　療　寺 袋酵嵐昭和群鰍旭驚

8／3㈱
十日驚公畏館 学校財二，宮下町西

智　泉　寺 昭和驚二，昭穐訂三，七軒訂

8！31㈱
智　泉　寺 栄群講画驚二

愛宕幼稚賑 田中訂東，ヌ1源町

9／1働
農協福祉会館 高田町一，袋訂棄

囚ツ宮荘 本訂六の一

9／4（月1

農協橿祉会館 酉寺町，諏訪鳳神明町

四ツ宮荘 本駐六の三

9／5図

農協福祉会館 本訂二，衡ロ樋ロ酵、水野駐

四ツ宮荘 田中酵本通り

9／6㈱
蔚工編祉会鶴 本酵四，著富曜，轡中町西

四ツ宮荘 上川簿

9／7㈱ 薦工福短会館 駅通り、西浦駐西

9！8働 市　役　所 第1期欝颪区域外

　
　
二
百
三
十
平
方
材
（
約
七
十
坪
）

の
土
地
所
有
者
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
分
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
。
会

　
　
　
　
　
　
　
　
時
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
2
ま
　
矧

米時間　8／28～9／7午後7時～8時

　　　9／8　　　午後1時30分～
※説明会は8月21日から始まってい

※該当する日に都合の悪い場合は、
　　　　　　　　　’
　においでください。

　
　
　
　
　
　
円

塑
甲
輿
細
課
輔
端
）

2
　
　
　
3
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
金
額
を
二
十
回
に
分
罰
し
、

五
年
間
（
一
年
に
四
回
）
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
負
担

金
の
納
付
に
は
、
前
納
報
奨
金
と
一

括
納
付
報
奨
金
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

●
負
担
金
の
徴
収
猶
予

　
現
在
、
耕
作
中
の
農
地
、
山
林
は

申
請
に
よ
り
宅
地
と
し
て
使
用
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
徴
収
猶
予
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理

法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
完

了
し
た
土
地
に
つ
い
て
二
分
の
一
だ

け
五
年
間
徴
収
猶
予
と
な
り
ま
す
。

●
負
担
金
の
鴻
免

　
公
共
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
宗

教
法
人
施
設
、
そ
の
他
神
社
、
仏
閣

な
ど
の
土
地
、
お
よ
び
受
益
者
が
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担

金
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
下
水
道
課
管
理
係
（
魯

七
⊥
二
一
一
内
線
二
五
八
）
へ

＼

趨
，

鵜


